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自然災害・不審者等の緊急時における対応について 

 

自然災害や不審者情報等の緊急発生時に、鰭ヶ崎小学校では以下のように対応いたし

ます。ご理解とご協力をお願いいたします。 

１ 大地震発生時 

危機レベル 危険範囲 学   校 保 護 者 お守り隊 

Ａ 

注意喚起 

レベル 

 

震度５弱以下の地 

震が発生。余震 

が続き、配慮が必

要と判断される場

合。 

・安心メール送信 

・学年毎にその日の日課

終了後集団下校 

（状況によっては、全校

一斉下校を検討する

こともある。） 

※お助け隊・一般保

護者は、自主的に

学年下校時刻に合

わせて学校に集

合。 

近隣で協力 

 

Ｃ 

危険度最高 

レベル 

震度５強以上の地

震が発生。余震が

続く。 

・安心メール送信 

・ＰＴＡ本部へ連絡 

・全児童完全引き渡し 

（状況によっては、避難

所となり学校に泊る

ことも検討。） 

安心メールがなく

ても学校で児童の

引き取りを行う。 

 

 

○通信手段が可能であれば、安心メールまたは連絡網等を使って行いますが、通信が不

能になることもあることをご承知おきください。 

○一斉下校や急な早帰りの時、お子様が学校へ残留することがないようにあらかじめご

家庭での対応を考えておいてください。 

 ※お助け隊とは、PTA 組織で各地区の地区長を中心とした班長及び副班長による隊の

名称です。 

２ 台風・大雪等の危険が予想される時 

（１）下校時刻までに連絡できる場合→文書を児童に配布。 

（２）下校時刻以後に連絡する場合→安心メールを使用して連絡。 

基本的には、登校時に強風、豪雨、落雷、大雪など危険が予想される場合について

は、各ご家庭の判断で、お子様を待機させて安全を確認してから登校させるようお願

いいたします。その場合、遅い登校でも遅刻扱いにはいたしません。 

また、下校時刻に同様な危険が予測される場合につきましては、学校の判断でお子

様を学校に待機させ、下校時刻を遅らせるなどの対応をとります。場合によっては、

お迎えをお願いする場合もありますので、学校安心メールの配信にご注意ください。     

連絡例 ＊緊急連絡です。明日は、○○のため、登校時刻を、○時○分とします。 

     学級の連絡網（地区の連絡網）で次の方に回してください。 
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３ 犯罪・不審者情報への対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※危機レベル・危険範囲や学校の対応等は、情況により異なることもありますのでご了

承ください。 

 

 

 ※ 緊急の場合の連絡方法として、安心メールがとても有効です。できるだけ登録し

ていただけるようお願い申し上げます。 

危機レベル 危機範囲 学   校 保 護 者 お守り隊 

Ａ 

警戒喚起 

レベル 

市内・近隣市

内で事件発

生。 

・連絡プリント配布。 

・情況によっては、安心メー

ルと学年集団下校を検

討。 

自主的に登下校指導の

協力をする。 

 

近隣で登下

校の協力。 

Ｂ 

警戒体制発

動レベル 

南流山中地

域で犯罪が

発生。南流山

中地域に犯

罪者が潜伏。 

・児童登下校時には職員緊

急パトロール体制。 

・安心メール 

・連絡プリント配布。 

・一斉集団下校を検討。 

一斉集団下校の場合、Ｐ

ＴＡ本部・お助け隊学校

集合。 

一斉集団下

校の場合、学

校集合。 

Ｃ 

警戒最高 

レベル 

（危険度最

高レベル） 

学区内で犯

罪が発生し、 

学区内に犯

罪者が潜伏。 

 

・安心メール 

・緊急連絡網による連絡 

・情況によっては、児童在校 

時には下校はさせない。 

・児童登下校時には職員緊

急パトロール体制へ。 

 

 

保護者に児童引き取

をお願いする。 

保護者にパトロール

の協力。 

パトロール

の協力。 

 


